
区分(供試本数)

浸水処理(5) 72
56

64

黄白色

40
48

48

黒褐色

20
32

16

茶色

内樹皮色の出現率(%)

洗浄処理(5)

無処理(5)

表．　各処理区分における内樹皮の色

1 はじめに

　海水に浸かったホダ木の一部では，内樹皮の色が

黒褐色に変わり，質も変化した(成果速報290)。変化

の原因は塩分と思われ，変化箇所ではシイタケの害

菌が増えるなど，今後の栽培に影響が生ずることが

懸念されたため，処理方法を検討した。

2 材料と方法

材料：宮古市内の栽培施設で冠水し，2ヶ月後に周

辺の山林から回収された，2010年植菌のホダ木を用

いた。

処理方法：処理は冠水から81日後（回収から約

20日後）に行った。処理区分は洗浄(17.9L/分・本

×5分間，手掛け)，浸水(15時間，ステンレス製水槽

に浸漬，写真1），無処理とした。処理後の栽培と観察

は，前報と同様に行った。

塩分濃度の測定：各処理区分あたり3本のホダ木の

樹皮を剥ぎ，樹皮を外側（表面から1mmまで）と内側

に分けて粉砕した後，成分を蒸留水に抽出し，塩化

物イオン(Cl-)の濃度を測定して，塩分濃度とした。

3 結果と考察

　樹皮の塩分濃度は，外側が低いほど，内側でも低

かった(図1)。また，外側の塩分濃度を低減させるに

は，浸水よりも洗浄が有効であった(図2)。外側，内側

ともに，塩分濃度は処理区が無処理区より低かったこ

とから(図2)，水を用いた処理による，塩分濃度の低減

効果が認められた。一方，黒褐色の内樹皮は処理区

でも認められた(写真2)。その出現率は，処理間の差

が少なく(表)，さらに黒褐色の内樹皮では材質も変化

していたことから，これらの変化（劣化）を，冠水から

数か月経過した後の処理により回復させることは難し

いと判断された。　

4 おわりに

　洗浄により樹皮内部の塩分濃度が低減されること

が示唆された。一方，劣化の回復は困難であるため，

洗浄は冠水後の早い時期に行うことが重要であると

思われた。
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図1．　樹皮の外側と内側の塩分濃度の関係

写真1．　浸水処理 写真2．　褐変した内樹
皮
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図2．　処理による塩分濃度の違い


